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は　し　が　き

　「リーガルチェック」という言葉が普及し、「契約書を見てもらえます
か」と言っていた中小企業、その中でも小規模な事業者（個人事業主を
含む）からも、「リーガルチェックをお願いします」と言われるようになっ
た。横文字になったからというわけではないだろうが、リーガルチェッ
クに対する企業の要求は厳しくなっており、一昔前の、ＦＡＸされてき
た契約書に、不明確な点や表現の誤りなど数か所を、手書きで修正して
送り返すようでは、到底満足してもらうことはできない。
本書は、法務部員その他契約書に関わる企業の役員・社員と弁護士そ
の他の士業を対象に、リーガルチェックの「やり方」を提案することを
目的としている。多くの書籍が出版され、良書も多数あり、私自身、い
くつかの書籍を利用させてもらっている。これらの書籍の大部分が条項
に関する解説や修正例の紹介を主たる内容としており、リーガルチェッ
クの「やり方」を解説するものは思いのほか少ない。そこで、リーガル
チェックの受付から結果の報告までの「流れ」を解説し、リーガルチェッ
クにあたっての視点を示したうえで、どのように契約書に手を入れ、ど
のように成果物としてクライアントに提出するかという、リーガルチェッ
クの「やり方」に特化した書籍を企画し、執筆することにした。
第１章で、「全部見せます」とのタイトルに従い、私が実際に採用し
ている「流れ」と「やり方」をモデル契約書のチェックを通じて示し、
第２章で、その解説を行い、それらを踏まえて第３章で、改めてリーガ
ルチェックの実例を示している。「やり方」に特化することが本書の意
義であるから、契約や条項の解説は最小限に留め、かつ、「補足解説」
という形で本文とは別枠で掲載した。また、リーガルチェックの実際を
「コラム」の形で各所に散りばめてみた。読者それぞれの立場から、一
つの「やり方」として読んでいただければ幸いである。
最後になるが、出版にあたっては、学陽書房の大上真佑氏にご尽力を
いただいた。この場をお借りし、心から感謝申し上げる。

令和７年３月
弁護士　狩　倉　博　之
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 リーガルチェックに取り組もうとされている方

 何となく契約書を直しているような気がしている方

 リーガルチェックの流れがわからないという方

 チェックの準備の仕方を知りたい方

 レビューのポイントを押さえておきたい方

 チェック漏れが心配な方

 自社の立場をどのように反映させるかで迷っている方

 相手先が修正に応じてくれず困っている方

 もっと要領よくレビューをしたい方

 効果的にコメントを残す方法を知りたい方

 チェック結果の報告の仕方で悩んでいる方

 リーガルチェックをレベルアップさせたい方

以下にあてはまる場合は是非ご一読を！
こんな方に読んでいただきたい。
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リーガルチェックの流れ

レビューのポイント

1  契約書の「構造」を把握する。

 1 タイトル　 2 前文　 3 本文　 4 後文　 5 日付　 6 記名押印欄

3  「当事者の立場」を把握する。

  契約上の地位 取引上の立場の

2  「構成要素」である「条項の位置付け」を把握する。

固有の条項

一般的な条項

本質的な条項

付随的な条項
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契約書案が 

送られてきたら
契約書のリーガルチェックは、契約書案の受付から始まる。以下、契

約書案の受領から、どのようにリーガルチェックが開始されていくかを
モデル事例・モデル契約書を素材に見ていくことにする。

モデル事例  顧問先からの契約書案の受付

2024年12月２日、Ｋ弁護士は顧問先である株式会社Ｘから次の
メールを受け取った。

【顧問先担当者からのメール】

弁護士　Ｋ　様

お世話になっております。㈱Ｘの●●です。
弊社工場で使用する●●製造機械の製造を
千葉市にある会社に発注する予定です。
つきましては、業務委託契約書の
リーガルチェックをお願いします。

株式会社Ｘ
担当　●●

上記メールには、ＰＤＦファイルの契約書案（【資料1-1】業務委
託契約書（請負型）【受託者側・受付時版】17頁）が添付されていた。

2
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【資料1-1】業務委託契約書（請負型）【受託者側・受付時版】

業務委託契約書

　株式会社Ｘ（以下「甲」という。）とＹ株式会社（以下「乙」という。）は、本日、以下のとお
り業務委託契約（以下「本契約」という。）を締結する。

（目的）
第１条　甲は、乙に対し、甲の機械（以下「本機械」という。）の製造（以下「本業務」という。）
を委託し、乙はこれを受託する。

（本機械の仕様）
第２条　本機械の仕様は別紙仕様書（省略）のとおりとし、乙は同仕様に従って本機械の製造を
行う。

（業務委託料）
第３条　甲は、乙に対し、本業務の対価（以下「委託料」という。）として、金●●●●万円（消
費税別）を、次のとおり、乙の指定する預金口座へ振込送金の方法により支払う。ただし、振

込手数料は甲の負担とする。

　　　① 本契約締結の日の属する月の翌月末日までに金●●●●万円（消費税別）

　　　② 第６条（検収）第４項に規定する引渡しの日の属する月の翌月末日までに

　　　　金●●●●万円（消費税別）

２　甲が乙に対し別紙仕様書の内容の変更を求めたことにより追加費用の発生が見込まれる場合

には、乙は、甲に対し、委託料の増額を求めることができる。

（本機械の完成・納入）
第４条　乙は、本機械を完成させ、2025年　月　日までに、完成させた本機械を甲の工場に納入

する。

２　乙の責めに帰することができない事由により、前項に定める期限までに本機械を納入できな

いおそれがある場合には、乙は、甲に対し、同期限の変更及び委託料の増額を求めることがで

きる。

（報告）
第５条　甲が求める場合には、乙は、甲に対し、必要な範囲で、本業務の遂行状況その他甲が求
める事項を報告する。

（検収）
第６条　甲は、乙に対し、第４条（本機械の完成・納入）第１項に規定する本機械の納入を受け
た後７日以内に、納入を受けた本機械の内容を検査のうえ、その合否を書面により通知する。

２　甲が納入を受けた本機械を不合格と判断した場合には、甲は、乙に対し、不合格の通知とと

もに、不合格となった具体的理由を示したうえで、本機械の再納品を求める。

３　前項に規定する再納入を求められた場合には、乙は、甲の指定する期日までに、本機械の修

正を無償で行い、再納入する。再納入された本機械の検収については、本条を準用する。
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「契約書案の受付」に 

関して

（1） リーガルチェックの端緒

リーガルチェックの依頼は、企業内の依頼担当からチェック担当に対
し、グループウェアやメール、チャット等により、チェックの対象とな
る契約書案が送られてくるところから始まるのが一般的である。前章で
は、顧問先の担当者（依頼担当）から弁護士（チェック担当）に対し、契
約書案のPDFファイルを添付したメールが送信され、ごく簡単な説明
のみでリーガルチェックの依頼がされている。

（2） ファイルの形式

依頼に際し、契約書案がPDFファイルにより提供されることは少な
くない。契約の相手先からPDFファイルで契約書案が送られてきたこと、
又はFAXで受領したものを依頼担当においてスキャンしたことが主な
原因となるが、時に、Wordファイルで作成又は入手した契約書案をわ
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ざわざPDFファイルに変換して送ってこられる場合もある。
リーガルチェックにおいては、契約書案の文章又は用語を修正・補充・

削除すること、いわゆるレビューが必要となる。PDFファイルの編集
アプリを使用してPDFファイルに直接変更を加えるか、印刷したうえ
で印刷したものに手書きで変更を加え、コメントを付すことも可能では
ある。とはいえ、多くの企業と弁護士等が使用しているWordのファイ
ル形式で提供を受けることができれば、Wordの校閲機能を使用し、変
更履歴を自動的に表示させ、簡単にコメントを残すことができる。依頼
担当その他の企業の役員及び社員において、チェック担当の行ったレ
ビューに対し、変更の履歴を残して重ねて変更を加え、コメントに返信
のコメントを付すこともできる。迅速なレビューと依頼担当等とのチェッ
クに関するコミュニケーションに大いに資する。
相手先から契約書案をWordファイルで送ってもらうようにして、

チェック担当にはWordファイルで提供していただきたい。どうしても
Wordファイルによる提供ができない場合や著しく時間を要する場合には、
誤変換には十分に注意しつつ、OCRアプリでPDFファイルをWordファ
イルに変換したうえでリーガルチェックを進めることが考えられる。
FAX又は郵送により、PCデータではなく紙により送られてきた場合も
同様で、Wordファイルでの提供を依頼し、それが困難な場合には、スキャ
ンしたうえで、OCRアプリによりWordファイルに返還するようにして
いる。スキャンの精度やOCRアプリの変換精度は一昔前と比べると著
しく向上しており、若干の誤変換やレイアウトの崩れはあるものの、全
てを手入力することに比べれば、時間と手間を大幅に省略できる。
前章では、K弁護士によるWord ファイルの送信依頼に対し、依頼担

当において速やかに相手先からWordファイルを取り付け、K弁護士に
Wordファイルを再送している。

（3） チェックに必要な情報の収集

リーガルチェックの依頼に際して、契約書案が添付されているほかに
は、メール本文に単に「契約書の確認をお願いします」「問題がないか
確認してください」といったメッセージがあるのみで、契約書案が対象
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「本文のレビュー」に 

関して

（1） レビューにあたって

ア　レビューの指針
一読を踏まえた「チェックの準備」が完了したうえで、本格的に契約
書案を検討し、条項の修正・補充・削除を行い、コメントを付していく
作業、いわゆる「レビュー」を行っていくことになる。なお、前記のと
おり、基本的知識の習得・補充及び疑問点の解消並びに書式の準備は、
一読後、本文のレビュー前に終えておくようにする。本文のレビューは、
できる限り中断せず、一気に行うようにしたい。
契約書の構造上、本文の前にタイトルと前文があるが、これらは本文

の内容・表現により記載内容が変わることがあるため、後文、日付及び
記名押印（署名捺印）欄とともに、本文レビュー後の「全体のチェック」
時にレビューを行うのが効率的である。そのため、レビューは、契約書
の構造上、最重要部分である本文から始めることにしている。
本文のレビューにあたっては、次の４点が指針となる。この４点を常
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97第 2章　なぜ、そうやっているのか？ ～やり方の理由と解説～

に念頭に置きつつ、レビューを進めていっていただきたい。

レビューの指針
①条項の契約書における位置付け
②法令の規定との異同
③当事者、特に自社の取引上の立場
④条項の表現

以下、①から④について説明する。

イ　条項の契約書における位置付け
前記のとおり、各条項は、当該契約類型に特有な「固有の条項」とい

かなる契約類型かに関わらず、広く契約全般に設けられる「一般的な条
項」に分けられる。さらに、「固有の条項」は、契約書に不可欠の、契
約の類型を明らかにする、又は当事者の本質的な権利義務を定める「本
質的な条項」と設けるか否かが当事者の任意の、当事者の本質的な権利
義務の内容を補充・確認する、又は本質的な権利義務とは別の付随的な
権利義務を定め、若しくは付随的な権利義務の内容を補充・確認する「付
随的な条項」に分けられる。
これらの契約書における条項の位置付けに応じて、レビューにおいて

注意すべき点が変わってくるので、当該条項が、いかなる位置付けのも
のかを常に意識しながらレビューしていく必要がある。

ウ　法令の規定との異同
レビューにあたり、契約書案の各条項の適否に関して、まずもって基

準となるのが、法令の規定との異同であり、法令の規定と異なる場合に
は当該条項の適法性及び効力が問題となり、適法であれば、法令の規定
と異なることの妥当性が問題となる。また、法令の規定と同じ場合には、
法令の規定内容のままとすることの妥当性が問題となる。
当該契約書案が対象とする契約に適用される法令の規定が強行規定で
ある場合、これに反する規定は無効となり、契約自体を無効としかねな
い。そこで、第１にチェックすべきは、強行規定に反していないかになる。


